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問 2 (2018年 5月 7日出題, 5月 14日授業開始時提出, 裏面利用可能)

A =
{
1− 1

n

∣∣ n ∈ N
}
について、以下の問に答えよ。(1) A の下限を求めよ。下限である根拠も書け。

(2) A の上限を求めよ。上限である根拠も書け。



問 2解説 A =
{
0, 1

2
, 2
3
, · · ·

}
である。

(1) 0 は A の最小値である。一般に「最小値は下限である」から、0 は A の下限である。

(2) A の上限は 1 である。実際、

(i) 任意の x ∈ A に対して、ある n ∈ N が存在して、x = 1− 1

n
< 1 であるから、x ≤ 1.

(ii) 任意の正の数 εに対して、アルキメデスの公理から、nε > 1を満たす n ∈ Nが存在する。ε > 1

n

が成り立つ。x = 1− 1

n
とおくと、x ∈ A であり、x = 1− 1

n
> 1− ε.

(i), (ii) から、1 は A の上限である。


